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Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

令和５年３月に，文部科学省は「誰一人取り残

されない学びの保障に向けた不登校対策」をとり

まとめた（ＣＯＣＯＬＯプラン）。その中で，

教育支援センターは，不登校児童生徒・保護者の

支援の拠点として，また一人一人のニーズに応じ

た多様な学びの場として位置づけられている。現

状において，不登校の児童生徒数は増加傾向にあ

り，一人一人が適切な支援により学びの場を確保

するために，支援の幅や選択肢を広げていくこと

は急務である。 

 学校と教育支援センターの連携の在り方につい

て考察するとともに，学校への情報発信を進める

ことが，不登校の予防や適切な支援につながると

考え，本主題を設定した。 

 

２ 山梨県の不登校に関する現状 

次の図は，「山梨県の不登校に関する現状」

（「令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生

徒指導上の諸課題に関する調査」の結果について

〔令和５年 10月 26日〕）である。 

        

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

不登校児童生徒数は，子供の数が減少している

中でも増加している。それに比例して学校内外の

機関で支援を受けていない不登校児童生徒数も増

加していることにも目を向けなければならない。 

 

Ⅱ 研究の目的 

「学校と教育支援センターの連携」という視点か

ら，不登校児童生徒へのよりよい支援の在り方を

考察し，学校現場に情報提供及び提案を行う。そ

のために，以下のことに取り組む。 

１ 不登校児童生徒等の理解と支援の方法につ

いて，学校と教育支援センターとの連携にお

ける課題やニーズを明らかにし改善してい

くことを通して，不登校の早期発見や予防，

より適切な支援に寄与する。 

２ 学校現場に教育支援センターや高校生こころ

のサポートルームの役割や機能を周知する  

ことで連携を促し，不登校児童生徒の居場所

づくりをサポートする。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 次の方法で研究を行った。 

１ 各市町村教育委員会・教育事務所等へのチー

フスクールカウンセラー訪問事業の活用  

を積極的に行い，教職員に不登校児童生徒の 

  理解と支援の方法を啓発する。 

２ 支援事例についての検証や，教育支援セン  

ター，学校等への聞き取りやアンケート結果 

  を分析し，連携していくうえでの課題やニー 

  ズを明らかにする。 

３ 教育支援センターや高校生こころのサポー  

トルームについて，教職員向けに情報発信す

る。 

 

 
図１【不登校児童生徒数と教育支援センターにつながって

いる児童生徒数の推移（山梨県）】 

（人）  



Ⅳ 研究の内容 

１ 教育支援センターでの聞き取り 

（１）居場所としての教育支援センターの現状 

 ア 現状 

指導員については，退職教員や教員免許状所

有者が多く，学校現場でのノウハウがあり，連

携が取りやすい。 

  通所生については，指導員に受け入れられる

中で，少しずつ元気を取り戻している。不安が

解消され，安心感をもてるようになることで元

気になることにつながっていると思われる。ま

た，自己肯定感を高めていく中で，センターで

友達ができると，集団への参加に意欲が出てく

る。互いに影響し合いながら成長していく様子

が見られる。 

イ 課題 

・通所生が増えると対応が厳しくなる。 

・特別な配慮を必要とする児童生徒が増えてき

ている。 

・小学校低学年の通所希望者が増えているが，

受け入れる体制が整っていない。 

 

（２）教育支援センターと学校の連携 

 ア 現状 

通所生の通所状況などの情報共有は，電話や

メールで行われることが多くなっている。学校

教員が教育支援センターを訪問するのは，プリ

ントやお便りを渡すときが主である。中には，

会議で近くを通った折に，子どもの顔を見るた

めに立ち寄ってくれる教員もいる。このような

やり取りは，通所生の所属感や安心感につなが

り，社会的自立への大きな動機になると考えら

れる。 

 イ 課題 

  教員が教育支援センターを訪問する時間を確 

保することが，現状では難しい。 

 

（３）児童生徒への支援 

 ア 現状 

一人一人の実態に応じた支援を行うために， 

試行錯誤しながら支援している。安心できる居

場所となることを第一に考え，声かけや活動内

容を工夫している。 

 

 

 イ 課題 

・不登校の原因が本人でもわからない。 

・学校に拒否感をもって不登校になった子供の

中には，学校と関わることに拒否反応を示す

子もいる。 

 ・学習支援を始めると来なくなる。 

 

（４）教育支援センターの聞き取りのまとめ 

ア 現状（考察） 

教育支援センターは，不登校児童生徒の居場

所となり，エネルギーを蓄えたり，自己有用感

を高めたりする場となっている。教育支援セン

ターへ通所し，指導員や通所仲間と関係を築く

ことで自信をつけ，学校と並行して通ったり，

段階を追って学校復帰に向かったりする事例も

少なくない。教育支援センターにおける学習

は，児童生徒の不安を解消し，自己肯定感につ

ながっていると考えられる。また，指導員の経

験を生かし，学校と連携して支援を行うことが

できている。 

 イ 課題 

 ・よりよい支援，社会的自立を目指していくに 

あたっては，学校と連携・協働していくこと 

  が望ましいが，教員が忙しくなかなかセンタ

ーにきて児童生徒と顔を合わせることが難し

い。情報共有は電話やメールでの連絡を活用

するとよいが，教員と児童生徒との人間関係

を築くという点においては何らかの改善が必

要である。 

 ・一人一人のニーズに応じた支援をするために

は，人的物的環境や体制の整備が必要であり 

  これについては，教育委員会等と連携して解

決していかなければならない。 

ウ 課題解決に向けての考察 

 ・児童生徒への支援についての課題を解決して

いくにあたっては，不登校児童生徒について

の心理的理解等専門的な知見が必要となる。

そのため教育支援センター支援事業の積極的

な活用を勧める。（チーフカウンセラーによ

る指導助言など） 

 ・連携の在り方の検討も含め，人的，時間的な

整備や体制づくりについては，市町村教育委

員会と連携して取り組む必要がある。 

 

 



２ 「市町村教育支援センターに関するアンケー

ト」の実施と分析 

 

（１）アンケートの内容と構成 

抽出校教職員を対象に実施した「アンケート内

容の構成」及び「アンケート項目の詳細」は以下

の通りである。 

 

【アンケート内容と構成】 

①職種・分掌 （設問１）  

②教職員の教育支援センターに関する認識 

（設問２・設問３）  

③利用状況  （設問４） 

④教育支援センターへのニーズ  

（設問５） 

⑤教育支援センターに関する質問  

（設問６） 

 

【アンケート項目の詳細】 

１ 回答者役職や校務分掌に当てはまるものをすべて選

んでください。             【選択】 

２ 貴市町村教育委員会が設置している「教育支援センタ

ー」の役割や機能について知っていますか。【選択】 

３ 貴市町村教育委員会が設置している「教育支援セン

ター」ではどんな支援や活動を行っていると思いま

すか。すべて選んでください。      【選択】               

４ これまでに，「教育支援センター」を利用した（紹介

した）ことがありますか。        【選択】 

４-１教育支援センターを利用した（児童生徒・保護者に

紹介した）理由を選んでください。    【選択】 

４-２利用（紹介）しない（できない）理由を書いてくだ

さい。                 【記述】 

５  不登校児童生徒の支援に関わって，「教育支援センタ

ー」に期待することは何ですか。すべて選んでくださ

い。                                   【選択】 

６ 「教育支援センター」について，知りたいことがあれ

ば書いてください。           【記述】 
 

 アンケートの項目については，現状における

認識と教職員の考える教育支援センターに対する

ニーズを把握できるようにした。 

 質問事項については，教員の思うところの詳

細を読み取ることができるよう記述式とした。 

 

 

（２）教育支援センターの認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２【教育支援センターの認知状況（全体）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図３【教育支援センターの認知状況（校長）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図４【教育支援センターの認知状況（教諭）】 

  

管理職の認知が高い一方で，実際に子供や保護

者と接したり対応したりしている担任等は，「教

育支援センター」の役割や機能についてあまり知

らないという現状が見えてくる。 

 

 

 



（３）教育支援センターの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５【教育支援センター利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６【教育支援センター活用の理由】 

「利用した理由」から，教員は，不登校児童生

徒が学校以外にも居場所を持ち，個に合った支援

を受けることを望んでいることがわかる。 

さらに，学習の遅れを心配しているということ

も見えてくる。これについては，児童生徒本人や

保護者も不安に感じていると思われる。この点に

ついて，教育支援センターは，「学校には行けな

いけれど学習に取り組みたい」という子供の選択

肢になると考えられる。 

 「学校と児童生徒をつないでくれそう」とい

う回答も少なくないことから，教員は，不登校に

なっている児童生徒や保護者とのつながりを継続

することに苦慮していることが推察される。 

 

（４）教育支援センターを利用しなかった理由 

図７から，教育支援センターを利用しなかった

理由として最も多かったのは，「利用（紹介）が

必要な児童生徒がいなかった」という回答であっ

たが，「知らなかった・わからなかった」，「学

校以外の施設を利用するという選択肢を把握して

いなかった」を理由とする回答も少なくない。不

登校児童生徒への支援にあたっての外部機関との

連携や協働の必要性は，『ＣＯＣＯＬＯプラン』

にも明記されているところであり，校内における

対応の充実と並行して重視していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７【教育支援センターを利用しなかった理由】 

 

（５）教育支援センターに期待されていること 

図８から，「児童生徒の社会的自立に向けての

支援」への期待がもっとも大きいことがわかる。 

個々の居場所となること，個性や特性に寄り添

った支援を行うこと，については，学校現場のニ

ーズと教育支援センターの機能とが一致してい

る。 

しかし，個々への対応については関心値が高い

一方，不登校支援における拠点となるセンターと

しての役割については期待値が低い。教育支援セ

ンターの役割と学校現場のニーズを一致させてい

くという視点も大切になってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８【教育支援センターに期待すること】 

 

（６）アンケート結果のまとめ 

ア 課題 

・教育支援センターについての教諭等の認知が進

んでいない。教育支援センターが市町村を基本

として設置されていることを知らない教員もい

る。 

自分が直接かかわっていなかった 

支援を必要とする児童生徒がいなかった 

知らなかった・わからなかった 



・実際に不登校児童生徒に関わらないと，自分事

になりにくい現状がある。 

・教育支援センターの活動内容について知る機会

が少なく，教育支援センターそのものをイメー

ジしにくい。 

・教育支援センターのことを知っていても，連携

して支援していくという選択肢をもっていな

い。 

・教育支援センターにどうつなげばよいのかがわ

からない。 

・学校のニーズと教育支援センターの機能が必ず

しも一致しない状況も考えられる。 

 

イ 要望 

・教育支援センターについて知る機会の設定 

・対象児童生徒の拡大 

・支援体制の整備 

 

ウ 教員が知りたいと思うこと 

（周知に関するニーズ） 

・教育支援センターの概要 

・どのような活動をしているか 

・どのような児童生徒が通っているのか 

・誰が指導しているのか 

・どういう状況であれば利用できるのか 

・どのような手続きが必要か 

 

エ 感想 

・生徒がお世話になっている。学校生活の延長と

しての利用もあり，生徒の心のよりどころとな

っている。今後も連携して，学習支援や社会へ

つなぐ役割を担ってほしい。 

・教育支援センターを見学に行き，雰囲気を知り

たいと思った。 

・学校復帰はかなわなかったが，センターでの学

びや生活が，高校やその後の生活に少なからず

活かされていることも事実。多様性を認めてい

く現代においては支援センターの役割は今後も

必要である。 

・教育支援センターは居場所づくりに大きな貢献

をしてくれている。今後，それぞれのよさを活

かした運営と，指導員の方々への研修の充実を

図ってほしい。 

・チーム学校として教育機関全体で取り組むこと

で子どもたちのためになることを期待したい。 

オ 結果についての考察 

不登校をめぐる状況は喫緊の課題になっている

ことから，学校は不登校の未然防止に努めたり，

初動体制を整えたりしておかなければならない。

即時的に他機関との連携・協働を図ることができ

るようにしておくことが，不登校支援においての

前提となる。教員への認知が進んでいない現状を

踏まえ，管理職の協力を得られるよう取り組んで

いく必要がある。教育支援センターについて周知

を図ったうえで校内の体制づくりをしいていただ

くよう働きかけていく。 

  

（７）結果を踏まえた情報発信について 

アンケートの実施により，教員が必要としてい

る情報について把握することができた。結果を踏

まえ，教育支援センターについてリーフレットで

教員に周知する内容をまとめた。 

まず，おもて面（次頁図９）では，不登校支援

における教育支援センターの位置づけや設置状況

について説明する。学校における日常的な取り組

みを基盤に，状況によっては学校内外の学びの場

への接続が考えられることを示す。教育支援セン

ターの位置づけや，現在の設置状況についても記

載した。  

次に，裏面（次頁図 10）では，教員が「わか

らない」と回答した内容について，教育支援セン

ターがどんなところなのか，機能や支援内容，活

動例を示し，イメージをもってもらえるようにし

た。また，どのような児童生徒が利用できるの

か，活用が考えられる場面やどうやってつなげば

いいのかについても紹介している。 

教育支援センターは，通所する児童生徒の年齢

層や一人一人の状況によって，当然のことながら

雰囲気や活動が異なる。その点についても明記

し，各教育支援センターに直接相談や問い合わせ

るきっかけとなるよう配慮した。 

 

中学校卒業後の支援についても，生徒への支援

が切れてしまうわけではない。高等学校の先生

は，不登校の未然防止など気になる生徒のことに

ついて，高校生こころのサポートルームに相談で

き，高校生は支援を受けることができる。令和４

年度から，相談支援センターに設置された「高校

生こころのサポートルーム」では，高校生の不登

校・いじめ，学習・生活，対人関係などの悩みに 



対して，高等学校の先生方と連携した支援を行っ

ている。 ※図 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
                         

       
      
           

     

         
         
         

      
               
   

      
     
     

           

              
                  
                   
 
                   
          
                   
 
             
            

           
           
           

         
              
                 
                 
                 
                  

                

         

      
      
      

  

  

  

 
 

                 
                 
                 
                  
              

                
                
                
        

               
       

           
                 

               
                

           
           

          
            

         
         
        
      

  

                                         
                                                           

        

       

  

         

          
          
        

      
          
          
          
        

   
  

  
      

  

   
     

        

  
       

  
  

   
     

  
  

   
     

   

        

      

  

            
         
      

  
   

  
   

  

        
        
         
        
          

                                    

                                        

                   

        

図９【「チーム学校」で取り組む不登校支援～選択肢の一つとしての教育支援センター～】 

図 10【教育支援センターはこんなところ ～子供の居場所となり、社会的自立を支援しています～】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11【 高校生こころのサポートルーム】 

 

Ⅴ 成果と課題 

１ アドバイザーからの助言 

山梨大学のアドバイザーの先生方からは，次の

ようなご意見やご感想をいただいた。 

・アンケート調査と分析から，教育支援センター

へのニーズと学校との連携上の課題が改めて発

見された。 

・学校現場の認知とその方法が焦点化され，次年

度へつながる大きな一歩となったのではない

か。 

・本研究成果を広く伝えることにより，不登校児

童生徒への支援が自分事として受け止められ，

校種や専門に関係なくすべての学校関係者に浸

透していくことを願っている。 

・今後の継続研究が児童生徒にとっての居場所づ

くりや不登校支援の有効な手立てとなることを

期待している。 

 

２ 成果 

まず，教員を対象に教育支援センターに関する 

アンケートを実施し，ニーズに応じた情報発信の

内容について検討することができた。 

次に，教育支援センターに関して，管理職によ

る教員への周知など，今後の対応策について検討

することができた。 

これらの成果を発信することにより，教員が教

育支援センターを見学に行ったり，相互連携によ

り学習会の機会がつくられたりするようになれば

それは大きな一歩になるのではないかと考える。 

 

３ 課題 

まず，教育支援センターと学校が，一緒に子供 

を支援していくパートナーとしての関係を築くこ

とができるようにする。教育支援センターはソフ

ト面においても「外部機関」であり，『何とか校

内で対応したい』と考える教員や，校外の機関を

紹介されると『見放された』と感じてしまう児童

生徒や保護者と連携しにくいのが現状である。 

その中で，学校と教育支援センターの連携が図

られ，外部機関としてではなく一緒に子供を支援

していくパートナーとしての関係づくりが望まれ

る。そのため，教育支援センターの活動や運営に

ついて，教員も積極的に関わっていく姿勢が求め

られる。そうした連携により，パートナーシップ

が形成されていくものと期待する。 

次に，個別の（多様な）ニーズにこたえられる 

よう支援体制を充実させることである。支援体制

を整えていく必要があり，設置者が学校を巻き込

んで協力体制をつくっていくことも重要となる。 

 

Ⅵ 来年度に向け  

 本年度の研究支援の成果や課題を発信すること

により，学校現場における不登校児童生徒への支

援がより明確になり，具体的な方策に結びつくの

ではないかと考える。児童生徒にとっての居場所

づくりや不登校支援の有効な手立てとなるよう、

研究を継続していきたい。 
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